
 

令和６年度 情報通信月間推進協議会会長表彰 

 

○ 志田林三郎賞  

 個人 １件                               (敬称略) 

氏  名 功績の概要 

太田
お お た

 香
かおる

 

 
室蘭工業大学 教授 

コンピュータ科学センター長 

ミリ波を活用するための、メタサーフェス反射

板を用いた無線通信環境の最適化等に関する

研究を行い、５ＧやＢｅｙｏｎｄ ５Ｇにおけ

る、超高速無線通信の実現に必要なミリ波の有

効活用に関して優れた研究成果を挙げ、情報通

信の発展に多大な貢献をした。 

 

 

○ 情報通信功績賞 

 個人 ４件                                (敬称略) 

氏  名 功績の概要 

新
あたらし

 博
ひ ろ

行
ゆ き

 
 

株式会社 NTTドコモ 電波企画室 

無線標準化推進担当部長 

国際電気通信連合 無線通信部門 第五研究委

員会の副議長を 2015 年から８年間にわたり務め

られた他、2023 年世界無線通信会議では第四委

員会の議長を務められるなど、携帯電話技術をは

じめ地上系無線通信に関する国際標準化活動に

おいて多大な貢献をした。 

江間
え ま

 有沙
あ り さ

 
 

東京大学 国際高等研究所東京カレッジ 准教授 

インターネット･ガバナンス･フォーラム 2023 京

都会合におけるＡＩ特別セッションを含め、人工

知能の国際的なガバナンスの議論に精力的に参

画し、広島ＡＩプロセスの成功を含め安心･安全

で信頼できる人工知能の実現に向けて多大な貢

献をした。 

園田
そ の だ

 道夫
み ち お

 
 

国立研究開発法人情報通信研究機構 

サイバーセキュリティ研究所 

ナショナルサイバートレーニングセンター 

センター長 

ＳＥＣＣＯＮ実行委員会事務局長やセキュリテ

ィ・キャンプ実行委員を歴任し、現在は情報通信

研究機構ナショナルサイバートレーニングセン

ター センター長として、多数のセキュリティオ

ペレータ―やセキュリティイノベータ―を育成

するなど、サイバーセキュリティ人的基盤の確立

に多大な貢献をした。 

安田
や す だ

 孝
た か

美
み

 
 

名古屋大学大学院 情報学研究科 教授 

東海地域において、産学官により構成されていた

「安心・安全公共コモンズ東海実証実験協議会」

の会長を務め、住民の安心・安全に役立つ情報基

盤の構築に向けた実証実験を主体的に実施し、Ｌ

アラートの実現につながる検討や実証実験に重

要な役割を果たされるなど、情報通信の発展に多

大な貢献をした。 

 

別紙３ 


